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解体してシャッフルし、再構成した名称なのである。」と定義し、1988 年末から 89 年初めに生まれ、94 年か
ら 95 年頃定着したとする（烏賀陽,2005,p.21）。つまり J-POP は、1990 年代以降の音楽の総称のことを指すと
認識されている。
3 二者の掲載状況は以下の通りである。中島みゆき「永久欠番」（東京書籍『新しい国語』2002 年、東京書籍






































































うになった。」（丹藤,2010,p.174）と述べる。そしてそれは 1980 年代から 90 年代にかけての大量消
費社会の出現により増長し、現代においても同様であると言う。
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